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1 児童虐待防止への取り組み

について 

 

【質問趣旨】 

世の中の虐待への関心は高ま

ってきているものの、死亡に

至る痛ましい重大事案は各地

で発生している。 

本市の虐待対応件数も年々増

加しており、内容も深刻化し

ていることが窺える。 

そうした中、今年の 3 月に策

定された「瀬戸市子ども総合

計画」では虐待防止対策の強

化も組み込まれていることか

ら、本市の課題である児童虐

待について、今後の体制を含

め取り組みについて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）虐待に関する本市の現

状 

 

 

 

 

 

 

 

（2）支援事業と対応につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本市の子育て総合支援センタ－が行っている「子ども・若者相談」では「虐待・

不適切な養育」に関する相談件数が、昨年度一年間に 8 件であったのに対し、今

年度は 4月から 7月末までで、既に 55 件と大きく伸びている。この状況をどのよ

うに分析しているか伺う。 

 

②Ｈ29とＨ30の本市の虐待対応状況からは児童の施設入所や一時保護といった件数

の増加がみられ、虐待の深刻化が窺える。相談対応件数も増加し続けている状況

等から、本市の今後の虐待傾向をどのように予測するか伺う。 

 

①「こんにちは赤ちゃん訪問」は生後 4 ヶ月までに母子の健康や必要な支援に繋げ

るための家庭訪問を実施する重要な事業であるが、コロナ禍においての訪問実施

状況を伺う。 

 

②子どもの状態を直接把握する事の出来る乳幼児健康診査は、育児支援等の必要な 

家庭や虐待の早期発見などの役割も期待されている。また子どもの健康に関わる 

健診を受診しない場合には虐待が懸念される。本市では未受診の子どもの保護者

と、どのように関わっているか伺う。 

 

③子どもに対し、言葉による脅しや無視、兄弟間での差別的扱いや面前でのＤＶな

どの「心理的虐待」が増加している。暴力をふるう「身体的虐待」と違い、表面

化しづらいと考えるが、本市ではどのように心理的虐待の発見に繋がっているか

伺う。 
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（３）体制整備について 

 

 

④支援の最中には、保護者との関係を築きつつ、慎重に対象児童の所在・安全を 

確認し、必要な支援を行うことが重要と考える。しかし、保護者が度々、面接を 

拒む場合等には虐待リスクが増すことから、児童優先の対応が必要と考えられる。

このような場合、どのような対応をとっているか伺う。 

 

⑤虐待をしてしまう保護者の中には、自身も幼少期に虐待をされた経験をもつ方も 

いて、何らかの心の問題を抱えているケ－スもある。虐待のない穏やかな子育て

を知らないことや心の傷、また、我が子に愛着を持てないことなどが、自分の子

どもを虐待する連鎖要因になると考えられているが、本市では再発防止にあたり、

保護者の心理的ケアにどう取り組んでいるか伺う。 

 

①子育て総合支援センタ－では要保護児童対策地域協議会のリストにある支援対象

家庭の継続相談にも対応している。協議会の実務者会議は月 1 回、個別ケ－ス検

討会議は必要に応じての開催だが、重度化を防ぐには、対象児童・家庭が関わる

各機関との迅速な連携と情報共有が都度、必要と考えるが見解を伺う。 

 

②家庭児童相談室の職員は資格だけでなく経験も必要である。職員の育成について

は計画的な増員と経験を積むため一定期間、継続して職務に就くことが重要と考

えるが現状を伺う。 
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③2020 年度～2024 年度までを計画期間とした、「瀬戸市子ども総合計画」は様々 

な関係機関の協力・連携の中で「子どもの最善の利益」の実現に向けた新たな 

計画となっており虐待防止対策の強化も組み込まれている。家庭児童相談室の 

体制強化として令和 3年度までに「子ども家庭総合支援拠点を設置する」とあ 

るが、この拠点整備の特徴を伺う。 


